
射　水　更　生　保　護（1）令和 2年3月2日発行 第28号

射水保護司会
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〒939－0284
射水市新開発410番1
射水市福祉保健部
　　地域福祉課内

射
水
更
生
保
護

い
み
ず
こ
う
せ
い
ほ
ご

「更生保護サポートセンター射水」は令和 2 年 2 月 11 日より

更生保護サポートセンター射水
〒939−0351 射水市戸破4200番地11
救急薬品市民交流プラザ2階（旧 小杉社会福祉会館）

〈新〉TEL ： 0766（95）5020　〈新〉FAX ： 0766（95）5021
imizuhogoshikai@gmail.com http://hogosi.comE-mail ホームページ

※保護司が交代で常駐しています。
月曜日から金曜日／午前９：30～午後３：30まで

発行
編集 会長 江㞍　昭

11
月
25
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
新
湊
小
）

12
月
10
日　
県
保
連
「
総
務
部
会
」
協
議
会

12
月
12
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
作
道
小
）

保
護
司
・
更
生
保
護
女
性
会
・

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
三
者
連
携
強
化
研
修
会

12
月
23
日　
新
任
保
護
司
辞
令
伝
達
・
研
修

〈
令
和
2
年
〉

1
月
15
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
片
口
小
）

1
月
16
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
太
閤
山
小
）

1
月
21
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
小
杉
小
）

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
大
門
小
）

1
月
24
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
堀
岡
小
）

1
月
28
日　
県
保
連　
広
報
部
会
協
議
会

1
月
29
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
中
太
閤
山
小
）

2
月
3
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
下
村
小
）

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
大
島
小
）

2
月
7
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
金
山
小
）

2
月
8
日　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
引
越
作
業

2
月
12
日
～
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
に
移
転

2
月
12
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
歌
の
森
小
）

県
保
連　
広
報
部
会
協
議
会

2
月
22
日　
江
㞍
昭
氏
受
章
祝
賀
会

3
月
3
日　
第
３
期
定
例
研
修
・
自
主
研
修

新
任
・
退
任
保
護
司
歓
送
迎
会

3
月
10
日　
第
４
回
理
事
会

3
月
21
日　
新
任
保
護
司
研
修
懇
談
会

3
月
24
日　
企
画
調
整
保
護
司
打
合
せ
会

4
月
3
日　
令
和
元
年
度
会
計
監
査

※
こ
の
他
年
4
回
の
理
事
会
と
年
12
回
の
三
役
会
を　

　
開
催
し
て
い
ま
す
。

法
務
省
主
唱

第
69
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

～
地
域
の
チ
カ
ラ
が
犯
罪
や
非
行
を
防
ぐ

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め
に
は
、ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。取
締
り
を
強
化
し

て
、罪
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と
も
必
要

な
こ
と
で
す
。し
か
し
、立
ち
直
ろ
う
と
決
意

し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、

犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を
生
み
出
さ
な
い
家

庭
や
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
ま
た
、と
て

も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域
を
つ
く

る
。そ
の
た
め
に
は
、一
部
の
人
た
ち
だ
け
で
な

く
、地
域
の
す
べ
て
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
関
わ
って
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
法

務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

毎
年
7
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
強
調
月
間
・「
再
犯
防
止
」の
啓
発
月
間
で

す
。様
々
な
活
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

射
水
保
護
司
会

の
活
動
紹
介

5
月
29
日
、射
水
市

役
所
3
階
会
議
室
で

第
69
回「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」を
効
果

的
に
進
め
る
た
め
に
、

射
水
市
推
進
委
員
会

（
委
員
長　

夏
野
元
志
射
水
市
長
）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
38
回 

射
水
市
中
学
生
生
活
体
験

発
表
大
会

5
月
21
日
に
射
水
市
立
新
湊
南
部
中
学
校

で
、第
69
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の一

環
と
し
て
、射
水
市
中
学
生
生
活
発
表
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、毎
年「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」射
水
市
推
進
委
員
会
と
射
水
保
護
司

会
が
主
催
し
、会
場・運
営
を
市
内
各
中
学
校

持
ち
回
り
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

江
㞍
昭
射
水
保
護
司
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、成
田
廣
昭
射
水
市
中
学
校
長
会
長
の
激

励
の
言
葉
を
受
け
、市
内
中
学
校
6
校
の
代

表
者
が
日
常

生
活
や
学
校

生
活
で
体
験

し
た
こ
と
や

考
え
た
こ
と

を
、5
分
間

の
持
ち
時
間

で
発
表
し
ま

し
た
。

「救急薬品市民交流プラザ」
　　（旧 小杉福祉会館）へ移転！

更生保護サポートセンターとは…
保護司・保護司会が地域の関係機関・団体と連
携しながら地域で更生保護活動を行なうための拠
点です。更生保護サポートセンターでは、保護司
の処遇活動の支援、関係機関・団体との連携、
犯罪・非行の予防活動、更生保護関係の情報提
供などを行なっているほか、保護司会の事務運営
にあたっています。

？

▲発表者の皆さん

お気軽に
お越しください！



令和 2年3月2日発行（2）射　水　更　生　保　護第28号

◆
体
験
発
表
者
及
び
演
題
（
発
表
順
）

新
湊
中
学
校　
　
　

3
年　

前
野　

夏
輝

　
「GOOD LUCK
～
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
～
」

小
杉
中
学
校　
　
　

3
年　

牧
野　

心
咲

　
「『
私
』
を
歩
み
続
け
る
」

大
門
中
学
校　
　
　

3
年　

青
柳　

愛
莉

　
「
祖
母
の
習
慣
」

小
杉
南
中
学
校　
　

2
年　

酒
井　

芙
姫

　
「
今
を
大
事
に
」

射
北
中
学
校　
　
　

3
年　

松
尾　

夏
那

　
「
助
け
合
い
の
輪
」

新
湊
南
部
中
学
校　

3
年　

越
智　

彩
葉

　
「
断
る
」

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
大
門
中
学
校
の
青
柳

愛
莉
さ
ん
が
、
射
水
市
代
表
と
し
て
7
月
6
日

に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
で
行
な
わ
れ
た

富
山
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。「
祖
母
の
習

慣
」
と
題
し
て
、堂
々
と
発
表
し
、（
公
社
）
富
山

県
善
意
銀
行
理
事
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

射
水
市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

3
部
門
33
名
を
表
彰

11
月
23
日
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー

ル
で
、
優
秀
作
品
の
表
彰
式
を
行
な
い
ま
し

た
。
応
募
総
数
9
6
6
点
（
作
文
5
3
4

点
・
ポ
ス
タ
ー
2
1
4
点
・
標
語
2
1
7

点
）。
出
品
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
射
水
市

内
の
小
学
校
15
校
・
中
学
校
6
校
の
皆
さ
ま
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
彰
者
名
簿

◆
作
文
の
部

○
射
水
市
推
進
委
員
会
推
薦
作
品

小
杉
小
学
校　
　
　

6
年　

中
島
み
や
び

歌
の
森
小
学
校　
　

6
年　

清
水　

了
佑

新
湊
中
学
校　
　
　

3
年　

魚　
　

可
奈

射
北
中
学
校　
　
　

2
年　

小
島　

萌
花

○
優
秀
作
品

放
生
津
小
学
校　
　

6
年　

伏
木　

心
菜

作
道
小
学
校　
　
　

6
年　

谷
川　

千
星

堀
岡
小
学
校　
　
　

6
年　

大
橋　

優
妃

大
門
小
学
校　
　
　

6
年　

藤
田　

梨
遙

下
村
小
学
校　
　
　

6
年　

栂
尾　

四
季

新
湊
南
部
中
学
校　

3
年　

三
箇　

莉
果

小
杉
南
中
学
校　
　

2
年　

境　

真
也
佳

大
門
中
学
校　
　
　

2
年　

中
村　

千
穂

◆
ポ
ス
タ
ー
の
部

片
口
小
学
校　
　
　

6
年　

建
部　

夏
希

堀
岡
小
学
校　
　
　

5
年　

笹
林
昂
一
郎

堀
岡
小
学
校　
　
　

5
年　

宮
本　

結
椛

小
杉
小
学
校　
　
　

5
年　

松
本　

朱
音

小
杉
小
学
校　
　
　

5
年　

高
倉　

寿
弥

歌
の
森
小
学
校　
　

5
年　

森
田　

暖
都

太
開
山
小
学
校　
　

6
年　

本
郷　
　

詩

大
門
小
学
校　
　
　

5
年　

藤
井　

庵
吏

下
村
小
学
校　
　
　

6
年　

野
口　

未
陽

下
村
小
学
校　
　
　

5
年　

若
林　

沙
英

大
門
中
学
校　
　
　

2
年　

池
原
亜
優
実

◆
標
語
の
部

新
湊
小
学
校　
　
　

3
年　

本
郷　

亜
美

作
道
小
学
校　
　
　

6
年　

林　

こ
の
は

片
口
小
学
校　
　
　

6
年　

織
田
歩
未
也

東
明
小
学
校　
　
　

6
年　

山
本　

柊
二

金
山
小
学
校　
　
　

5
年　

高
囗　

恵
輔

歌
の
森
小
学
校　
　

4
年　

水
上　

敏
樹

太
閤
山
小
学
校　
　

6
年　

沼
田　

紗
季

中
太
閤
山
小
学
校　

4
年　

大
道　

壮
真

小
杉
中
学
校　
　
　

1
年　

谷
ヶ
㟢
佳
弥

大
門
中
学
校　
　
　

1
年　

浅
井　

千
晴

標語
の部

ポスター
の部

作文
の部



射　水　更　生　保　護（3）令和 2年3月2日発行 第28号

小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

薬
物
の
怖
さ
伝
え
、断
る
勇
気
を
！

射
水
保
護
司
会
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

毎
年
市
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
共
に
市
内

14
校
で
6
年
生
を
対
象
に（
下
村
小
学
校
は

5
・
6
年
生
で
隔
年
）薬
物
乱
用
防
止
教
室

を
行
な
って
い
ま
す
。

薬
物
乱
用
は
、
最
初
の
た
っ
た
1
回
が
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
生
活
の
ツ
ー
ル
と
し

て
欠
か
せ
な
く
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
は
、
小

学
生
の
目
の
届
く
と
こ
ろ
に
も
様
々
な
情
報

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
偏
っ

た
知
識
を
持
っ
て
し
ま
う
前
に
、
薬
物
乱
用

の
真
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え

る
こ
と
で
、
将
来
、
覚

醒
剤
や
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な

ど
に
手
を
出
し
て
し
ま

う
人
を
1
人
で
も
減
ら

し
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

毎年7月は「社会を明るくする運動」の
強化月間・「再犯防止」の啓発月間です

海の日（7/15）に
海王丸パークで

街宣活動

▲財務省資料
令和元年上半期の全
国の税関における関
税法違反事件の取締
り状況

（令和元年9月25日）
詳細



令和 2年3月2日発行（4）射　水　更　生　保　護第28号

射
水
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り

そうめん売上収益金 169,650円

お
陰
さ
ま
で
、令
和
元
年
度

も
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ

り
、売
上
収
益
金
を
地
区
更
生

保
護
女
性
会
の
活
動
支
援
金
に

充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
協
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

手
延
べ
そ
う
め
ん

　 

販
売
収
益
の
報
告

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　
草
野  

憲
恵

◆
中
部
地
方
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　
竹
内
美
律
子

　
　
眞
岸  

潤
子

　
　
久
々
江
ま
す
美

◆
富
山
保
護
観
察
所
所
長
感
謝
状

　
　
石
黒  

朱
美
　 

田
嶋  

睦
子

　
　
久
野  

迪
子
　 

山
崎  

節
子

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
全
国

大
会
が
去
る
10
月
７
日
、東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も

と
、ま
た
た
く
さ
ん
の
来
賓
も
出
席
さ
れ
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。私
も
出
席
い
た
し

ま
し
た
。

そ
の
折
に
い
た
だ
い
た
天
皇
陛
下
の
お
言

葉
の一部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
社
会
奉
仕
の
精
神
と
思
い
や
り
に
基
づ

い
た
こ
れ
ら
の
人
々
の
努
力
が
、過
ち
を
犯

し
て
し
ま
っ
た
人
の
社
会
復
帰
と
再
犯
防
止

の
た
め
の
力
と
な
り
、平
和
で
安
全
な
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
果
た
し
て
き
た
役
割
に
は
、

誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。」

「
献
身
的
に
更
生
保
護
を
支
え
て
き
た

多
く
の
関
係
者
の
努
力
に
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。」

「
こ
の
70
年
に
わ
た
る
歴
史
を
通
し
て
積

み
重
ね
て
き
た
良
き
伝
統
を
引
き
継
ぐ
と

と
も
に
、皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
制

度
の一
層
の
充
実
を
図
り
、明
る
い
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、更
に
貢
献
し
て
い

か
れ
る
こ
と
を
願
い
、大
会
に
寄
せ
る
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。」

師
走
に
は

め
ず
ら
し
く

快
晴
と
な
っ
た

12
月
15
日
、二

口
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
令
和
元
年

「
全
体
研
修

会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
認
知
症
高

齢
者
へ
の
接
し
方
」と
い
う
こ
と
で
小
杉
爆

笑
劇
団
を
招
い
て
、劇
団
顧
問
の
松
浦 

佳

紀
氏
の
講
演
と
三
線
演
奏
、そ
し
て
劇
団
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
質
疑
応
答
な
ど
大

変
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

劇
団
に
よ
る
寸
劇
も
、私
達
自
身
誰
し

も
が
当
該
者
と
成
り
得
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
認
知
症
に
関
し
た
テ
ー
マ
で
、笑
い
の

中
に
も
要
点
が
し
っ

か
り
と
押
さ
え
込
ま

れ
た
内
容
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、と
て
も

有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と

を
糧
と
し
て
、会
並

び
に
会
員
各
々
が
地

域
に
お
け
る
優
し
さ
の

一
助
に
な
れ
る
よ
う
会
員
の
皆
様
と
共
に
歩

ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。　　
　

 〈
Ｍ・Ｔ
〉

こ
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
て
、会
場
の
更

生
保
護
関
係
約
5,
0
0
0
人
の
出
席
者

は
感
激
と
共
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し

た
。私
も
改
め
て
先
輩
の
方
々
の
活
動
の
ご

苦
労
と
努
力
に
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
は
誠
に
堂
々
と
さ
れ
て
お
ら
れ
、

皇
后
陛
下
の
落
ち
着
い
た
穏
や
か
な
中
に

も
自
信
と
決
意
が
伺
わ
れ
る
笑
顔
に
励
ま

さ
れ
、勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。…
胸
が

いっ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、会
員
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。日
頃
の

ご
理
解
、ご
協
力
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、富
山
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
は
、

60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
60
年
の
実
績

が
認
め
ら
れ
、去
る
11
月
3
日
に
富
山
県
知

事
表
彰（
県
功
労
）の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。こ

の
受
彰
は
、富
山
県
下
各
地
区
の
更
生
保

護
女
性
会
の
過
去
、現
在
の
会
員
皆
さ
ま
の

お
力
に
よ
る
も
の
で
す
。ご
報
告
と
共
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
共
、温
か
い
ご
支
援
、ご
協
力
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
小
井　

孝
子
〉

更
生
保
護
制
度
施
行

　
　
　
70
周
年
を
迎
え
て

全
体
研
修
会
報
告
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射
水
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り

毎
年
、堀
岡
保
育
園
の
園
児
達
と
ふ
れ
あ

い
を
持
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
大
型
絵
本

「
ぽ
ん
た
の
じ
ど
う
は
ん
ば
い
き
」を
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
に
作
り
変
え
る
作
業
を
し
ま
し
た
。

タ
ヌ
キ
、ラ
イ
オ
ン
、キ
ツ
ネ
、サ
ル
と
動
物

を
昨
年
よ
り
大
き
く
、か
わ
い
ら
し
く
15
枚

ほ
ど
描
き
、お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
な

が
ら
練
習
に
励
み
、演
じ
ま
し
た
。

次
に
私
達
も
童
心
に
か
え
り
一緒
に
体
を

動
か
し
お
手
玉
、こ
ま
回
し
、あ
や
と
り
を

し
た
り
、輪
に
な
って「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば

し
」を
大
き
な
声
で
歌
い
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を

し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

地
域
の
宝
、子
ど
も
た
ち
を
そ
っ
と
見
守
れ

る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。　 　

　
　
　

 〈
Ｍ・Ｔ
〉

12
月
5
日
、放
生
津
地
区
担
当
で
養
得
園

の
給
食
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。養
得
園
が

改
築
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
行
な
う
給
食
活
動

に
少
々
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
、初
冬

と
言
う
の
に
雲
一つ
な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、雪

を
い
た
だ
い
た
雄
大
な
立
山
連
峰
が
そ
ん
な

私
達
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
、

ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
な
が
ら
向
か
い
ま
し
た
。

今
回
、参
加
者

は
3
人
と
少
な
い

人
数
だ
っ
た
の
と
、

I
H
は
使
い
に
く

い
か
も
し
れ
な
い

と
の
不
安
か
ら
、

入
念
に
打
ち
合
わ

せ
を
し
、役
割
分

担
を
し
て
家
で
作

れ
る
も
の
は
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。メ
ニュ
ー

は
、温
か
い
ご
飯
、味
噌
汁
、コ
ロ
ッ
ケ・肉
団

子・ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
野
菜
添

え
、ふ
ろ
ふ
き
大
根
ゆ
ず

味
噌
添
え
、き
ゅ
う
り
と

セ
ロ
リ
の
タ
コ
酢
和
え
、漬

物
、み
か
ん
で
す
。

高
齢
者
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
お
聞
き
し
て
い
た
の

で
、柔
ら
か
い
も
の
を
中
心
に
家
庭
の
味
を

意
識
し
て
作
り
ま
し
た
。挨
拶
に
来
ら
れ
た

入
所
者
の
方
が
、歯
の
事
情
が
良
く
な
い
方

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、柔
ら
か
い
食
材
に
し
て

良
か
っ
た
と
安
堵
し
ま
し
た
。

配
膳
を
終
え
た
後
、施
設
内
を
案
内
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。新
し
い
養
得
園
は
、と

て
も
明
る
く
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

印
象
を
受
け
ま
し
た
。調
理
室
や
食
堂
は

衛
生
管
理
が
行
き
届
き
、居
室
や
お
風
呂
、

集
会
室
も
清
潔
で
明
る
く
、ま
た
、地
域
交

流
室
も
作
ら
れ
、入
居
者
の
人
権
に
配
慮
さ

れ
た
施
設
に
な
って
い
ま
し
た
。

今
回
入
所
者
は
18
名
で
、来
月
に
は
20
名

マッ
ク
ス
を
受
け
入
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

居
心
地
の
良
い
素
晴
ら
し
い
施
設
で
自
立

更
生
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
活
動
に
よ
り
、

社
会
の
温
か
さ
を
感
じ

取
っ
て
も
ら
い
、ス
ム
ー
ズ

に
社
会
復
帰
で
き
る
一
助

に
な
れ
ば
幸
い
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。〈
放
生
津
地
区
〉

伝
承
遊
び
と
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
　
　

な
で
し
こ
の
会（
堀
岡
地
区
）

養
得
園
給
食
活
動

サラちゃんに「黄色
いリボンの髪飾り」を
プレゼントしたのは
更生保護女性会員
のオコジョさんです。

▲調理室

マ
メ
知
識
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保
護
司
の
異
動
（
敬
称
略
）

10
月
18
日
・
19
日
の
両
日
、
一
年
お
き
に
行
な
っ
て
い
る
県
外

研
修
で
愛
知
県
岡
崎
医
療
刑
務
所
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
保
護

司
会
と
更
生
保
護
女
性
会
の
会
員
25
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
一
般
刑
務
所
や
少
年
院
、
刑
務
所
の
新
し
い
形

態
で
あ
る
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
が
、

医
療
刑
務
所
は
初
め
て
の
訪
問
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

少
し
は
事
前
勉
強
を
し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
ま
っ
た
く
未

知
の
刑
務
所
で
し
た
。

訪
問
し
て
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
刑
務
官
と
白
衣
を
着
た
医
師
、

看
護
師
の
方
が一緒
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
治
療
室
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、
病
院
に
来
た
か
の
よ
う

に
錯
覚
を
覚
え
ま
し
た
。
所
長
は
医
師
で
す
。
精
神
障
害
者
、

知
的
障
害
者
に
加
え
義
務
教
育
未
修
了
者
の
受
刑
者
も
入
所

し
て
い
る
た
め
、
一
般
刑
務
所
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ご
苦
労
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

年
々
高
齢
化
が
進
み
、
要
介
護
者
が
増
え
、
日
常
生
活
が
ま
ま
な
ら
ぬ
受
刑
者
で
あ
り

な
が
ら
患
者
で
も
あ
る
た
め
、
社
会
復
帰
に
向
け
た
援
助
を
目
的
と
し
た
働
き
か
け
は
極
め

て
重
要
と
し
て
、
精
神
療
法
、
薬
物
療
法
、
生
活
療
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
精
神
療
法
の一環
と
し
て
人
間
本
来
の
喜
び
で
あ
る

土
に
親
し
む
作
業
は
精
神
的
不
安
や
緊
張
を
和
ら
げ
る
治
療
効
果

が
大
い
に
期
待
で
き
る
た
め
園
芸
や
窯
業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
受
刑
者
が
製
作
し
た
皿
等
は
と
て
も
出

来
が
良
く
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
数
多
く
購
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

担
当
の
刑
務
官
は
以
前
富
山
刑
務
所
で
勤
務
経
験
が
あ
り
、
と
て

も
親
切
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
熱
心
な
質
疑
応
答
で
予
定

時
間
を
越
え
る
ほ
ど
有
意
義
な
視
察
研
修
で
し
た
。

研
修
旅
行
報
告

▲岡崎医療刑務所

研
修
部
会
長
　
瀧
内
　
一
雄

平
成
13
年
秋
、
保
護
司
会
事
務
局
長
の

訪
問
を
受
け
ま
し
た
。
保
護
司
へ
の
勧
誘
で

す
。
若
く
し
て
病
に
倒
れ
た
父
が
保
護
司
で

も
あ
っ
た
の
で
、
使
命
感
も
感
じ
て
お
引
き

受
け
し
ま
し
た
。

長
く
担
当
し
た
の
は
女
性
対
象
者
の
生
活

環
境
調
整
で
し
た
。
対
象
者
と
の
頻
繁
な
手

紙
の
や
り
と
り
、
事
件
前
後
を
「
地
獄
の
生

活
」
と
言
い
な
が
ら
も
、「
私
の
娘
で
す
か
ら

…
」
引
受
人
に
な
る
と
い
う
母
の
強
い
意
志
。

親
子
の
幸
せ
を
願
い
、
観
察
官
と
も
相
談
を

重
ね
た
の
で
す
が
、
生
活
を
共
に
と
い
う
こ

と
は
難
し
く
結
局
は
施
設
で
引
き
受
け
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
司
会
の
犯
罪
予
防
活
動
、「
中
学
生

生
活
体
験
発
表
会
」
で
は
審
査
員
に
も
加
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
障
害
が
テ
ー
マ
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
心
の
痛
み
を
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
子
ど
も
た
ち
が
声
を
掛

け
合
い
、
ま
た
な
に
げ
な
い一言
で
立
ち
直
り
、

成
長
し
て
い
く
姿
は
ま
さ
し
く
感
動
で
あ
り

明
る
い
社
会
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

10
周
年
記
念
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
。

無
我
夢
中
、
手
探
り
の
状
態
で
進
め
ま
し
た

が
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
2
月
に
移
転
さ
れ

ま
し
た
。
よ
り
広
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
場

で
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

「
い
い
時
代
を
生
き
て
き
た
」
わ
れ
わ
れ
世

代
が
一
様
に
口
に
す
る
言
葉
で
す
。
保
護
司

の
仲
間
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
人
生
の
豊
か
さ
が

増
し
ま
し
た
。
保
護
観
察
所
の
皆
さ
ま
、
保

護
司
、
事
業
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ま
が
た
の
ご
活
躍
、
ご

発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。　
　 多

賀
　
正
夫

退
任
に
よ
せ
て

◇
新
任
保
護
司

　
（
令
和
元
年
12
月
21
日
付
）

　

杉
浦　

敬
美　
　

西
島　
　

剛　
　

　

野
手　

正
隆　
　

鷲
本　

祐
大

◇
退
任
保
護
司

　

五
十
嵐
繁
久　
　

池
内　

興
舟

　

澤
田　

優
子　
　

多
賀　

正
夫

　

室
田　

清
一
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に
つい
て
検
討
・
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
12
地

区
の
更
生
保
護
女
性
会
か
ら
各
地
区
の
活
動

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
各
地
区
と

も
ミ
ニ
集
会
、
子
育
て
支
援
活
動
、
更
生
保

護
施
設
支
援
活
動
を
大
き
な
柱
と
し
て
実

施
し
な
が
ら
、
地
区
の
特
色
を
活
か
し
て
保

護
司
と
連
携
し
て
の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
や

中
学
生
と
の
対
話
集
会
、
民
生
児
童
委
員
と

の
合
同
研
修
実
施
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
会
員
の
確
保
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
活
動
を
地
域
の
方

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
他

の
団
体
と
の
交
流
も
通
し
て
地
道
に
活
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
23
日　

広
報
部
会

6
月
5
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

7
月
1
日　

射
水
更
生
保
護
第
27
号
発
行

　
　
　
　
　

全
戸
配
布（
A
4
両
面
・
カ
ラ
ー
）

10
月
11
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

12
月
6
日　

広
報
部
会

12
月
16
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

1
月
17
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

1
月
28
日　

県
「
広
報
部
会
」
協
議
会

1
月
末　
　

作
品
集
発
刊

2
月
末　
　

射
水
更
生
保
護
第
28
号
発
行

3
月
25
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

部
会
活
動
報
告

総
務
部
会
は
理
事
会
（
正
副
会
長
・
各

正
副
部
会
長
で
構
成
）
を
兼
ね
て
職
掌
し
、

研
修
・
保
護
観
察
、
地
域
活
動
、
協
力
組

織
、
学
校
、
広
報
の
部
会
が
掌
握
し
な
い
行

事
や
事
務
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
7
月
、
法
務
省
主
唱
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
・
再
犯
防
止

啓
発
月
間
に
あ
た
り
、
首
相
・
知
事
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
会
長
が
読
み
上
げ
、
市
長
と
市
議
会

議
長
に
伝
達
し
て
い
ま
す
。

保
護
司
活
動
が
以
前
に
比
べ
多
様
化
し
、

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
薬
物
乱
用
防

止
教
室
の
開
催
な
ど
保
護
司
の
役
割
が
増
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
会
の
運
営
の
中
心
を
担
って
こ
ら

れ
た
ベ
テ
ラ
ン
保
護
司
が
複
数
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
執
行
部
、
研
修
部
会
合
同
で
新
任

保
護
司
研
修
会
を
行
な
い
、
保
護
司
会
活
動

に
早
く
慣
れ
て
も
ら
う
た
め
の
意
見
交
換
会

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
保
護

区
ご
と
の
定
例
研
修
会
が
4
回
か
ら
3
回
に

減
っ
た
た
め
、
保
護
司
同
士
の
交
流
も
考
え
、

こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
定
例
研
修
会
終
了
後

に
自
主
研
修
を
開
催
し
、
保
護
司
の
皆
さ
ん

に
フ
リ
ー
テ
ー
マ
で
話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
自
主
研
修
の
企
画
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

5
月
に
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
を

新
湊
南
部
中
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
6
中
学
校
の
6
名
が
家
庭
・
学
校
・

地
域
で
の
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
も

と
に
思
い
や
考
え
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
発
表
内
容
・
態
度
は
、
共
に
立
派
な

も
の
で
し
た
。

11
月
に
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
を
ア
イ

ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

非
行
や
犯
罪
の
な
い
社
会
を
テ
ー
マ
に
小
・
中

学
校
か
ら
募
集
し
た
作
文
、
ポ
ス
タ
ー
、
標

語
の
優
秀
作
品
に
、
夏
野
射
水
市
長
よ
り
賞

状
と
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
各
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に

薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
活
動
推
進
の

一
環
と
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し

て
行
な
って
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
学
校
の
協
力
を
得
て
、
息
の

長
い
犯
罪
予
防
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

海
の
日
の
7
月
15
日
、
海
王
丸
パ
ー
ク
で

第
69
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強

調
月
間
・
再
犯
防
止
啓
発
月
間
の
街
頭
宣

伝
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
保
護
司
会
員
、

更
生
保
護
女
性
会
員
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
、
無
事
地
域
活
動
部
会
の

活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
活
動
に
あ
た
り
、
時
間
を
厳
守
し
、

9
時
集
合
、
10
時
ま
で
に
男
性
は
上
り
旗
を

立
て
、
女
性
は
啓
蒙
グ
ッ
ズ
の
袋
詰
め
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
準
備
が
整
って
か
ら
江
㞍
会
長

の
挨
拶
を
受
け
、
記
念
写
真
を
撮
って
か
ら
、

全
員
で
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12
月
12
日
、
富
山
市
婦
中
ふ
れ
あ
い
館
に

お
い
て
、
令
和
元
年
度
保
護
司
会
・
更
生
保

護
女
性
会
・
B
B
S
会
連
携
強
化
研
修
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
三
団
体
が
相
互
に
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
相
互
連
携
の
在
り
方

◆ 
協
力
組
織
部
会

◆ 

広
報
部
会

◆ 

研
修
・
保
護
観
察
部
会

◆ 

総
務
部
会

◆ 

地
域
活
動
部
会

◆ 

学
校
部
会
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射
水
保
護
司
会
事
務
局
日
誌

Co
ngr
atulations!

4
月
23
日　
保
護
司
会
定
期
総
会

5
月
21
日　
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

　
　
　
　
　
（
新
湊
南
部
中
学
校
）

5
月
29
日　
第
69
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」　

射
水
市
推
進
委
員
会

6
月
7
日　
射
水
地
区
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
会
総
会

6
月
11
日　
第
1
期
定
例
研
修
・
自
主
研
修

7
月
3
日　
首
相
・
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

7
月
6
日　
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

7
月
9
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
塚
原
小
）	

７
月
15
日　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

街
宣
活
動
（
海
王
丸
パ
ー
ク
）

7
月
16
日　
射
水
市
更
生
保
護
協
力
会
総
会

7
月
18
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
東
明
小
）

7
月
27
日　
富
山
県
更
生
保
護
フ
ェ
ア
in
砺
波

８
月
23
日　
県
保
連
「
研
修
部
会
」
協
議
会

9
月
7
日
～
9
日　
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
選
考
会

9
月
11
日　
県
保
連
「
協
力
組
織
部
会
」
協
議
会

9
月
12
日　
県
保
連
事
務
担
当
者
等
協
議
会

県
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

9
月
17
日　
第
2
期
定
例
研
修
・
自
主
研
修

9
月
30
日　
更
生
保
護
協
力
会
会
員
企
業
訪
問

10
月
7
日　
更
生
保
護
制
度
70
周
年
記
念

全
国
大
会 

式
典

10
月
17
日
～
18
日　
中
部
地
方
保
護
司
代
表
者
協
議
会

10
月
18
日
～
19
日　
県
外
視
察
旅
行

10
月
23
日　
保
護
司
指
導
力
強
化
研
修

11
月
6
日　
更
生
保
護
制
度
70
周
年
記
念
中
部
大
会

11
月
22
日　
第
49
回
富
山
県
更
生
保
護
大
会

11
月
23
日　
市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

11
月
25
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
新
湊
小
）

12
月
10
日　
県
保
連
「
総
務
部
会
」
協
議
会

12
月
12
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
作
道
小
）

保
護
司
・
更
生
保
護
女
性
会
・

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
三
者
連
携
強
化
研
修
会

12
月
23
日　
新
任
保
護
司
辞
令
伝
達
・
研
修

〈
令
和
2
年
〉

1
月
15
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
片
口
小
）

1
月
16
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
太
閤
山
小
）

1
月
21
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
小
杉
小
）

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
大
門
小
）

1
月
24
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
堀
岡
小
）

1
月
28
日　
県
保
連　
広
報
部
会
協
議
会

1
月
29
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
中
太
閤
山
小
）

2
月
3
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
下
村
小
）

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
大
島
小
）

2
月
7
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
金
山
小
）

2
月
8
日　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
引
越
作
業

2
月
12
日
～
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
に
移
転

2
月
12
日　
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
歌
の
森
小
）

県
保
連　
広
報
部
会
協
議
会

2
月
22
日　
江
㞍
昭
氏
受
章
祝
賀
会

3
月
3
日　
第
３
期
定
例
研
修
・
自
主
研
修

新
任
・
退
任
保
護
司
歓
送
迎
会

3
月
10
日　
第
４
回
理
事
会

3
月
21
日　
新
任
保
護
司
研
修
懇
談
会

3
月
24
日　
企
画
調
整
保
護
司
打
合
せ
会

4
月
3
日　
令
和
元
年
度
会
計
監
査

※
こ
の
他
年
4
回
の
理
事
会
と
年
12
回
の
三
役
会
を　

　
開
催
し
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
射
水
は
、平
成
24
年
8
月
22
日
、旧
大
門
庁
舎
車
庫
棟
2
階
に
設
置
さ
れ
て
以

来
7
年
余
、現
役
保
護
司
の
み
な
ら
ず
、退
職
さ
れ
た
先
輩
保
護
司
に
も
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、市
の
ご
厚
意
に
よ
り
2
月
11
日
よ
り
救
急
薬
品
市
民
プ
ラ
ザ（
旧 

小
杉
福
祉
会
館
）2
階
に
移
転
い

た
し
ま
し
た
。

来
年
度
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」が
第
70
回
を
迎
え
ま
す
。サ
ポ
セ
ン
が
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
堅
実
に

継
続
し
、よ
り一層
保
護
司
会
員
が
集
い
、学
び
合
い
、更
生
保
護
の
輪
を
広
げ
る
場
所
と
な
る
よ
う
に
と
、思
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

林 

記

◆
叙
勲

　
瑞
宝
双
光
章
（
秋
）

　

江
㞍　
　

昭

◆
褒
章

　
藍
綬
褒
章
（
秋
）

　

寺
腰　

健
一

◎
法
務
大
臣
表
彰

　

多
賀　

正
夫

◎
中
部
地
方
更
生
保
護

　
委
員
会
委
員
長
表
彰

　

池
内　

興
舟

　

片
林　

政
敏

　

熊
谷　

正
克

　

栗
原　
　

彰

　

澤　
　

英
明

　

山
本　

雅
幸

◎
中
部
地
方
保
護
司
連
盟

　
会
長
表
彰

　

小
杉　

一
彦

　

佐
伯
日
登
美

◎
富
山
保
護
観
察
所
長

　
表
彰

　

五
十
嵐
枝
折

　

池
松　

光
春

　

表　
　

隆
夫

　

河
畑
冨
美
子

　

中
田　

政
一

　

林　

美
貴
子

　

平
野　

洋
子

◎
富
山
保
護
観
察
所
長

　
感
謝
状

　

熊
谷　

正
克

　

澤　
　

英
明

　

堀　
　

浩
昭

　

山
本　

雅
幸

　
（
家
族
功
労
）

　

佐
賀　
　

功

◎
富
山
県
保
護
司
会
連
合

　
会
長
表
彰

　

高
木　

秋
生

　

永
森　

直
人

　

松
長
ま
す
み

　

安
田
久
実
代

○
射
水
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
会
長
表
彰

　

塚
本　

秀
樹

　

廣
瀬　

秀
昭

◆
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
瑞
宝
双
光
章

　

山
崎　

次
平

令
和
元
年
度

受
彰
者
名
簿


